
平成２８年度鹿児島県男女共同参画審議会の会議結果の概要

開催日時 平成２８年７月２８日（木）午後２時～午後４時

開催場所 県庁１８階特別会議室

出席委員 石田尾 博夫，岩元 文雄，小栗 有子，鹿島 直子，下夷 憲一，末永 順子，
武隈 晃，谷口 真由美，たもつ ゆかり，恒吉 洋志，前田 幸一（計１１人）

公開・非公開の別 公開 傍聴者数 ０人

問 い 合 わ せ 先 県民生活局 男女共同参画室（直通電話：０９９－２８６－２６３４）

議 事
１ 会長及び副会長の選任について
２ 専門部会委員の選任について
３ 第２次県男女共同参画基本計画の中間評価の進め方について

報 告
１ 女性活躍推進の取組状況について

会議の概要

【議事】
１ 会長及び副会長の選任について

会長に石田尾博夫委員，副会長にたもつゆかり委員が互選により選任された。

２ 専門部会委員の選任について
部会長に武隈晃委員，委員に小栗委員，たもつ委員，恒吉委員，前田委員が選任された。

３ 第２次県男女共同参画基本計画の中間評価の進め方について
第２次県男女共同参画基本計画の中間評価の進め方について資料に基づき説明し，了承を

得た。

委員からの主な意見は次のとおり
・ 今年度，県民向けの意識調査を行うということであったが，個人以外にも企業向けの
調査は行わないのか。企業の中でワーク・ライフ・バランスは，男女ともにやっていか
なくてはならない。

・ 男女共同参画は，男女共同参画室だけで推進できるものではないので，庁内全体で取
り組まないといけない。

・ 担当課の一次評価の後に事務局で二次評価をするが，二次評価の際に個々の事業を推
進する上での課題などが見えなくなってしまい，次につながりにくくなるのではないか
と思う。

・ 担当課の行う一次評価は，それぞれ固有の業務の立場から行うため男女共同参画の視
点が反映されていないものも多い。男女共同参画の枠組みの中で評価してもらうために
事務局が担当課とやりとりをしていくことになるが，その過程を考えると事務局が行う
二次評価も時間，労力ともに大変な作業である。

・ 意識調査は，県民の意識や実態を知るための調査であるが，同時に県の考えを県民に
示す良い機会だと思う。

【報告】
１ 女性活躍推進の取組状況について

女性活躍の取組状況について報告し，了解を得た。
委員からの主な意見は次のとおり
・ いわゆる女性活躍推進法は，男女共同参画社会基本法の個別法としてできているわけ
だが，そちらの方が注目されてきている。ベースにあるのは男女共同参画であるという
ことを前提に丁寧に着実に進めていってほしい。

・ 男女共同参画基本計画，女性活躍推進計画，ともに国のものを参考にするのもよい
が，県独自のものを多く取り入れてほしい。


